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陳 情 要 旨 

１ 趣旨 

（１）市教委が各小・中学校から集めて集計したデータからは、累計平均とか、全

校の平均などの報告となっており、突出した学校や教員一人一人が平均以上に

過酷な超過勤務をしている実態がありながら、集計では見えにくくなっていま

す。 

   よって過酷な超過勤務が継続している学校や教員に対して緊急かつ具体的な

原因内容を把握するための調査を求めます。 

（２）県教委ではエクセルデータ方式を活用し、教員ごと、及び月ごとに授業の受

け持ち時間や他の管理業務などの時間を設定した目標計画を作成し、実際に超

過した超過勤務時間内容と比較して改善を図る手法を県内３校の高等学校で試

行していると聞いています。 

   富山市教委は、上記高等学校に習い、既に試行している改善方法の導入及

び、広く市民からも超過勤務低減改善のために役立つ意見を取り入れるよう求

めます。 

  

２ 理由 

平成３１年３月市議会定例会 代表質問及び一般質問の概要では既に論じた経緯

があり、抜粋しますと、「本年度（平成３０年６月から平成３１年１月）の期間に

ついて、教員一人当たりの１か月時間外勤務平均は、小学校では５２時間４３分、

中学校では６２時間５３分と市教委から報告されており、また、前年度より小学校

では６時間２３分、中学校では７時間４３分それぞれ減少している」との記録があ

ります。 

しかしながら昨年、平成３１年４月から令和元年１２月における市教委学校教育

課が編集作成した資料の全中学校から見ると４月は時間外勤務平均７９時間４分、

５月は７４時間５２分、また、４月から１２月まで９か月間の全校平均では６２時



 

間２５分という集計結果が出ていますが、学校別に過多校があります。 

特に著しく突出して多い中学校では４月は１１０時間３分、５月は１０２時間２

７分、６月は１１０時間３０分で、４月から１２月の平均でも９０時間１７分とな

っており、平均や累計では隠れて見えなくなっている実態があります。 

また、本年度に入りコロナ禍の影響から学校が休校となっている期間においても

時間外勤務が月４５時間を超えている学校が小学校で２校、中学校で１校存在して

いる状況について学校教育課が編集集計した資料から見ることが出来ます。 

このように教員の過酷な勤務状況は常態化しており、一刻も早い改善が必要で

す。 

さもないと滑川市の教諭の例のように、公務上の災害認定を受けるなどの最悪の

状態を回避できないと考えます。 

 


